
1　　高山樗牛について

　

高
山
樗
牛
（
以
下
樗
牛
と
記
す
。
本
名
林
次
郎
、
山
形
県
鶴
岡
に
、
斎

藤
親
信
の
次
男
と
し
て
生
れ
、
翌
年
高
山
久
平
の
養
子
と
な
る
）
は
、
明

治
四
年
一
月
十
日
に
生
れ
、
明
治
三
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日
に
他
界
し

て
い
る
。
短
い
一
生
で
あ
っ
た
。
短
か
く
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
、
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
、
紆
余
曲
折
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
を
引
き
ず
っ
た
。

彼
に
た
い
す
る
評
価
は
、
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。

　

激
情
の
人
と
い
う
評
価
も
あ
れ
ば
、
矛
盾
撞
着
の
人
、
豹
変
者
な
ど
と

厳
し
い
評
価
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
愚
弄
的
、
攻
撃
的
な
評
価
も
あ
る
が
、

樗
牛
の
文
章
に
酔
い
し
れ
る
若
者
も
多
く
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

彼
の
不
思
議
な
魔
力
と
も
い
う
べ
き
情
念
の
発
露
に
、
多
情
多
感
な
若

者
の
魂
は
、
揺
り
動
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

樗
牛
が
没
し
て
か
ら
も
、
彼
の
著
書
の
近
く
を
離
れ
た
く
な
い
多
く
の

知
的
若
者
が
い
た
と
い
う
。

　

明
治
四
十
五
年
五
月
、『
中
央
公
論
』
に
「
高
山
樗
牛
氏
」
と
い
う
一

文
を
載
せ
た
戸
川
秋
骨
は
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
大
体
小
生
は
高
山
氏
を
以
て
あ
ま
り
豪
き
人
と
は
思
ひ
居
ら
ず
候
、

併
し
な
が
ら
君
の
筆
に
一
種
の
魔
力
あ
り
、
君
の
思
想
に
一
種
の
創
見
あ

る
は
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
所
に
て
、
こ
れ
は
や
が
て
君
の
生
命
に
何
物
か
ゞ

潜
み
居
り
し
故
と
存
じ
候
、
此
の
何
物
か
を
解
釈
し
候
は
ゞ
高
山
氏
の
位

置
は
明
瞭
す
る
事
と
信
じ
居
候
。…（
略
）…
な
ほ
君
は
或
は
国
家
至
上
主

義
を
称
導
し
或
は
世
界
的
思
想
を
鼓
吹
し
、
終
に
は
宗
教
的
に
傾
く
な
ど
、

幾
度
か
態
度
を
変
じ
て
、
才
子
豹
変
な
ど
ゝ
言
れ
し
事
さ
へ
あ
り
し
と
記

憶
し
居
候
が
、
こ
れ
則
ち
此
の
何
物
か
ゞ
為
さ
し
め
し
仕
業
か
と
存
じ
候
。

而
も
此
の
何
物
か
は
君
が
該
博
な
る
知
識
と
強
烈
な
る
感
情
と
に
依
り
て

益
々
光
輝
を
発
し
た
る
や
に
考
へ
ら
れ
候
。」（『
中
央
公
論
』
明
治
四
十

年
五
月
）

　

ま
た
、
岡
崎
義
恵
は
、
昭
和
二
十
五
年
の
時
点
で
こ
う
の
べ
て
い
る
。

　
「
熱
情
を
以
て
人
生
問
題
を
論
ず
る
書
は
、
い
つ
で
も
多
く
の
愛
読
者

を
持
っ
て
ゐ
る
。
樗
牛
が
没
し
て
暫
く
の
間
、
青
年
男
女
が
そ
の
早
逝
を

悼
み
、
墓
前
に
額
づ
く
や
う
に
そ
の
遺
著
の
傍
を
離
れ
な
か
っ
た
の
は
、
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こ
の
激
情
を
以
て
語
ら
れ
る
人
生
の
重
大
事
に
心
を
惹
か
れ
た
か
ら
で
あ

ら
う
。…（
略
）…
私
も
青
年
時
代
に
好
ん
で
樗
牛
を
読
ん
だ
。
そ
の
頃
樗

牛
の
愛
読
者
に
は
女
学
生
が
多
い
と
い
ふ
こ
と
を
聞
き
、
幾
ら
か
侮
蔑
の

感
を
い
だ
き
な
が
ら
も
、
や
は
り
図
書
館
な
ど
で
読
ん
で
ゐ
た
。」（「
高

山
樗
牛
論
」〈
昭
和
二
十
五
年
〉『
高
山
樗
牛
・
片
上
伸
・
島
村
抱
月
・
生

田
長
江
集
』〈
現
代
日
本
文
学
全
集
〉
59
、
昭
和
三
十
三
年
）

　

多
く
の
人
の
心
情
を
吸
引
す
る
要
素
を
樗
牛
が
多
分
に
宿
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

短
か
い
生
涯
の
表
層
に
お
い
て
彼
の
思
想
は
変
化
が
見
ら
れ
る
が
、
そ

れ
で
も
一
貫
し
て
彼
が
持
っ
て
い
た
も
の
に
、
私
は
「
煩
悶
」
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
う
。
こ
の
「
煩
悶
」
は
、
樗
牛
の
一
生
を
通
じ
て
、
そ
の
基
底

の
と
こ
ろ
を
流
れ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
多
く
の
若
者
に
受
け
た
一
要
因

で
は
な
か
っ
た
か
。

　

思
想
が
正
し
い
か
否
か
、
整
合
性
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ

に
固
執
す
る
か
ぎ
り
、
人
の
魂
を
揺
り
動
か
す
思
想
の
本
質
は
、
わ
か
っ

て
は
こ
な
い
。

　

明
治
二
十
四
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
文
学
界
雑
誌
』
に
樗
牛
は
、「
人
生

終
に
奈
何
」、「
厭
世
論
」
な
ど
を
載
せ
、
自
分
の
内
面
に
深
々
と
存
在
す

る
も
の
を
吐
露
し
、
無
情
な
る
現
実
世
界
の
苦
渋
と
疑
い
を
世
に
問
う
た
。

　
「
人
生
終
に
奈
何
」
は
次
の
よ
う
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　
「
人
生
終
に
奈
何
、
是
れ
実
に
一
大
疑
問
に
あ
ら
ず
や
。
生
き
て
回
天

の
雄
図
を
成
し
、
死
し
て
千
歳
の
功
名
を
垂
る
、
人
生
之
を
以
て
尽
き
た

り
と
す
べ
き
か
、
予
甚
だ
之
に
惑
ふ
。
生
前
一
杯
の
酒
を
楽
し
む
、
何
ぞ

須
ひ
ん
身
後
千
載
の
名
、
人
は
只
々
行
楽
し
て
已
ま
ん
か
、
予
甚
だ
之
に

惑
ふ
。
蝸
牛
角
上
に
何
事
か
を
争
ふ
、
石
火
光
中
に
此
身
を
寄
す
、
人
は

只
々
無
常
を
悟
り
て
終
ら
ん
か
、
予
甚
だ
之
に
惑
ふ
。
吁
、
人
生
終
に
奈

何
、
将
た
人
は
只
々
死
す
る
が
為
に
生
れ
た
る
か
。」（「
文
学
会
雑
誌
」

〈
明
治
二
十
四
年
六
月
〉『
樗
牛
全
集
』
第
六
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

平
成
六
年
）

　

そ
し
て
次
の
ご
と
く
結
ば
れ
て
い
る
。

　
「
生
前
の
事
業
、
夢
中
の
観
の
如
く
、
死
後
の
名
聞
、
草
露
の
如
く
ん

ば
、
茫
然
た
る
吾
が
生
、
夫
れ
何
く
に
か
寄
せ
ん
、
大
哀
と
謂
は
ざ
る
べ

け
ん
や
。
嗚
呼
人
生
終
に
奈
何
。
予
、
往
を
顧
み
来
を
慮
り
、
半
夜
惘
然

と
し
て
吾
れ
を
喪
ふ
。」（
同
上
書
）

　

宇
宙
世
界
の
無
限
、
永
遠
と
い
う
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
人
の
名
前
な
ど
、

死
し
て
直
後
に
消
え
去
る
の
も
、
千
年
た
っ
て
な
く
な
る
の
も
大
差
は
な

い
。
天
下
の
形
勢
を
一
変
す
る
ほ
ど
の
雄
々
し
い
企
て
を
な
し
と
げ
た
と

て
、
ど
う
せ
そ
の
よ
う
な
も
の
も
、
所
詮
は
虚
名
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。

　

こ
の
樗
牛
の
考
え
は
、
次
の
年
の
「
厭
世
論
」
に
つ
な
が
る
。

　

人
が
未
来
に
望
み
を
つ
な
げ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
未
来
は
未
来
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
い
つ
か
は
出
現
す
る
と
い
う

の
は
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。
万
物
が
実
在
す
る
の
は
現
在
を
お
い
て
ほ
か

に
な
い
。
す
で
に
去
っ
た
も
の
、
い
ま
だ
到
来
し
て
い
な
い
も
の
、
す
べ

て
こ
れ
ら
は
実
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
こ
う
い
う
。



3　　高山樗牛について

　
「
人
間
の
歴
史
は
希
望
の
歴
史
な
り
、
否
、
希
望
を
求
め
て
煩
悶
す
る

の
一
大
哀
史
な
り
。
吁
、
希
望
乎
、
希
望
乎
、
希
望
は
終
に
得
べ
か
ら
ざ

る
乎
。
世
界
の
『
時
』
と
生
命
と
が
、
滔
々
と
し
て
此
の
大
目
的
に
向
っ

て
進
行
す
る
に
も
係
ら
ず
、
五
千
年
後
の
今
日
尚
ほ
此
の
問
題
の
解
釈
に

一
歩
を
進
め
た
る
の
跡
を
見
ず
。
豈
悲
し
か
ら
ず
や
。」（「
厭
世
論
」『
樗

牛
全
集
』
第
四
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
成
六
年
）

　

明
治
二
十
七
年
に
は
、
軽
い
気
持
で
応
募
し
た
「
瀧
口
入
道
」
が
『
読

売
新
聞
』
の
懸
賞
小
説
で
優
等
賞
第
二
席
（
第
一
席
は
該
当
者
な
し
）
に

入
っ
た
。

　

明
治
二
十
八
年
に
は
『
帝
国
文
学
』
と
か
『
太
陽
』
に
、
近
松
巣
林
子

に
つ
い
て
の
諸
論
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
近
松
研
究
は
、
の
ち
の
「
美
的

生
活
を
論
ず
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

明
治
二
十
七
年
、
八
年
は
日
清
戦
争
で
、
日
本
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

昂
揚
期
で
あ
っ
た
。
樗
牛
の
眼
前
に
も
、
国
家
、
日
本
と
い
う
怪
物
が
う

ろ
つ
き
ま
わ
る
。

　

明
治
三
十
年
五
月
、『
太
陽
』
に
「
日
本
主
義
」
な
る
論
文
を
発
表
し
、

日
本
主
義
者
高
山
樗
牛
の
名
を
世
間
に
と
ど
ろ
か
せ
た
。
こ
の
「
日
本
主

義
」
を
第
一
声
と
し
て
、
そ
の
後
、
次
々
と
日
本
主
義
、
国
家
主
義
に
関

す
る
も
の
を
発
表
す
る
。
い
く
つ
か
を
あ
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
い

ず
れ
も
『
太
陽
』
掲
載
。

　
「
日
本
主
義
と
哲
学
」（
明
治
三
十
年
六
月
）、「
日
本
主
義
に
対
す
る
世

評
を
概
す
」（
明
治
三
十
年
七
月
）、「
世
界
主
義
と
国
家
主
義
」（
明
治

三
十
年
七
月
）、「
我
国
体
と
新
版
図
」（
明
治
三
十
年
十
月
）、「
国
粋
保

存
主
義
と
日
本
主
義
」（
明
治
三
十
一
年
四
月
）、「
日
本
主
義
と
大
文
学
」

（
明
治
三
十
二
年
四
月
）。

　
「
日
本
主
義
」
の
冒
頭
の
部
分
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
「
熟
々
本
邦
文
化
の
性
質
を
考
へ
、
宗
教
及
び
道
徳
の
歴
史
的
関
係
を

審
に
し
、
汎
く
人
文
開
展
の
原
理
に
徴
し
、
国
家
の
進
歩
と
世
界
の
発
達

と
に
於
け
る
殊
遍
相
関
の
理
法
を
認
め
、
更
に
本
邦
建
国
の
精
神
と
国
民

的
性
情
の
特
質
と
に
照
鑑
し
、
我
が
国
家
の
将
来
の
為
に
、
吾
等
は
茲
に

日
本
主
義
を
唱
ふ
。
日
本
主
義
と
は
何
ぞ
や
。
国
民
的
特
性
に
本
け
る
自

主
独
立
の
精
神
に
拠
り
て
、
建
国
当
初
の
抱
負
を
発
揮
せ
む
こ
と
を
目
的

と
す
る
所
の
道
徳
的
原
理
、
即
ち
是
れ
な
り
。」（『
高
山
樗
牛
全
集
』
第

四
巻
）

　

人
生
の
煩
悶
に
直
面
し
、
近
松
研
究
に
傾
注
し
、
愛
と
悲
哀
を
感
傷
的

に
高
唱
し
て
い
た
樗
牛
も
、
日
清
戦
争
と
い
う
、
日
本
に
と
っ
て
の
と
て

つ
も
な
い
大
き
な
事
件
を
機
に
、
国
家
へ
の
関
心
、
日
本
へ
の
興
味
を
強

め
る
に
い
た
っ
た
。
内
面
へ
、
内
面
へ
と
走
っ
て
い
た
樗
牛
が
、
に
わ
か

に
国
家
と
か
日
本
と
い
う
政
治
的
問
題
に
関
心
を
移
し
て
い
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
な
に
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

　

私
は
、
こ
の
場
合
、
こ
こ
に
樗
牛
の
変
質
を
見
る
の
で
は
な
く
、
国
家

や
日
本
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
、
彼
の
内
部
生
命
の
発
露
に
つ
な
が
っ

た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
つ
ま
り
、
彼
の
強
烈
な
内
部
生
命

の
情
熱
が
、
国
家
、
日
本
を
必
要
と
し
た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
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樗
牛
の
い
う
日
本
主
義
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
要
点
を
次
に
あ
げ
て

お
こ
う
。

　
「
国
民
の
円
満
な
る
発
達
は
、
其
の
国
民
的
性
情
の
完
全
な
る
発
達
を

須
要
と
す
。
二
、一
切
宗
教
は
日
本
国
民
の
性
情
に
適
切
な
ら
ず
。
日
本

主
義
は
是
れ
を
以
て
宗
教
を
排
斥
す
。
三
、
国
家
は
人
生
寄
託
の
必
然
形

式
に
し
て
又
其
の
唯
一
形
式
な
り
。
日
本
の
国
家
は
日
本
国
民
の
幸
福
の

唯
一
且
つ
必
然
の
形
式
な
り
。
四
、
宗
教
と
国
家
と
は
其
の
利
害
を
異
に

す
、
之
を
以
て
日
本
主
義
は
一
切
の
宗
教
を
排
斥
す
。
五
、
日
本
主
義
は

日
本
国
民
の
性
情
に
本
き
て
、
皇
祖
建
国
の
精
神
を
発
揮
せ
む
こ
と
を
目

的
と
す
る
所
の
国
家
的
道
徳
の
原
理
な
り
。」（
同
上
書
。）

　

人
生
の
煩
悶
に
深
く
、
強
く
は
ま
っ
て
い
た
樗
牛
も
、
日
清
戦
争
を
契

機
に
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昂
揚
に
、
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
こ
の
日
清
戦
争
は
、
次
の
日
露
戦
争
と
違
っ
て
、
賛
辞
を
表
し
た
知

識
人
も
い
た
。

　

こ
の
日
清
戦
争
は
、
日
本
の
民
衆
に
と
っ
て
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。

そ
れ
ま
で
田
畑
で
鍬
や
鎌
を
持
っ
て
、
日
常
を
過
ご
し
て
い
た
人
た
ち
が
、

突
然
銃
を
持
ち
軍
服
を
着
て
、
異
国
の
地
に
立
ち
、
国
家
、
天
皇
を
意
識

し
、
国
民
を
意
識
し
た
の
で
あ
る
。

　

初
々
し
い
新
生
日
本
国
家
の
意
気
軒
昂
た
る
も
の
が
漲
っ
て
い
た
。

　

一
定
の
国
際
的
地
位
の
確
立
に
よ
る
新
生
日
本
の
空
気
を
樗
牛
は
、
自

分
の
生
の
充
実
に
引
き
入
れ
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
人
生
の
目
的

は
生
の
充
実
に
あ
る
が
、
そ
の
生
の
充
実
を
果
す
た
め
に
、
樗
牛
に
は
、

国
家
が
、
日
本
が
こ
こ
で
は
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
自
我
の
主
張
、
確

立
と
国
家
の
発
展
と
の
統
一
は
、
じ
つ
に
快
い
気
分
に
浸
る
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
、
樗
牛
は
国
家
賛
美
に
た
い
し
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
国
家
の
存
在
は
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
、
個

人
の
幸
福
を
助
け
、
保
障
す
る
た
め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

個
人
あ
っ
て
の
国
家
で
あ
り
、
国
家
あ
っ
て
の
個
人
で
は
な
い
と
い
う
。

　

樗
牛
は
、
国
家
と
個
人
の
幸
福
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
吾
人
は
国
家
を
以
て
至
上
の
権
力
と
認
め
、
其
の
利
福
を
以
て
道
徳

の
規
準
と
な
す
。
是
れ
何
が
為
な
る
か
、
人
生
の
幸
福
は
独
り
是
れ
に
よ

り
て
円
満
な
る
を
得
べ
け
れ
ば
な
り
。
人
生
の
目
的
は
幸
福
に
あ
り
。
所

謂
る
道
徳
な
る
も
の
は
是
の
幸
福
を
実
現
す
る
の
方
向
に
外
な
ら
ず
、
幸

福
は
形
式
上
詮
ず
る
所
自
我
の
満
足
な
り
。」（
同
上
書
）

　

国
家
に
至
上
の
権
力
を
与
え
る
の
は
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の

幸
福
を
保
障
し
、
達
成
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
国
家
そ
の
も
の
が

目
的
で
は
な
い
。
国
家
を
目
標
に
し
て
、
す
べ
て
が
そ
こ
に
収
斂
さ
れ
て

ゆ
く
と
い
う
方
向
を
彼
は
と
ら
な
い
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
国
家
は
相
対

的
な
も
の
だ
と
い
う
。

　

日
本
主
義
、
国
家
主
義
を
説
き
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
絶
対
的
価
値
を
認

め
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
樗
牛
ら
し
さ
が
あ
る
。

　

橋
川
文
三
も
、
こ
の
点
に
ふ
れ
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
樗
牛
に
お
い
て
、
国
家
価
値
の
絶
対
化
（
＝
自
己
目
的
化
）
は
む
し
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ろ
主
張
さ
れ
て
い
な
い
。
価
値
的
に
絶
対
的
な
る
も
の
は
、
い
か
に
も
上

昇
期
の
産
業
資
本
主
義
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
個
人
的
功
利
と
幸
福
の
理
念

で
あ
り
、
国
家
価
値
は
そ
の
目
的
合
理
性
の
見
地
か
ら
形
式
的
に
主
張
さ

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
い
わ
ば
現
実
の
日
本
国
家
の
合
目
的
性
で
形
式

的
に
承
認
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
樗
牛
は
そ
の
価
値
達
成
の
手
段
と
し
て
国
家

の
体
制
的
価
値
を
承
認
す
る
と
い
う
形
で
あ
る
。
彼
の
志
向
対
象
は
、
む

し
ろ
終
始
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
人
間
価
値
に
お
か
れ
て
い
た
。」（「
高
山
樗
牛
」

『
日
本
の
思
想
家
』
⑵
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
三
十
八
年
）

　

そ
も
そ
も
最
初
か
ら
国
家
の
絶
対
化
と
い
う
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
樗
牛
の
国
家
主
義
か
ら
個
人
主
義
へ
の
移
行
、
転

換
は
、
そ
れ
ほ
ど
極
端
な
変
化
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま
で
に
寄
せ
て
い
た
国
家
へ
の
恋
情
、
忠
誠
そ
の

も
の
の
空
虚
さ
に
気
づ
け
ば
、
ま
た
、
個
人
の
幸
福
に
寄
与
で
き
な
い
国

家
の
姿
が
表
面
化
し
て
く
れ
ば
、
国
家
へ
の
志
向
性
は
鈍
く
な
っ
て
く
る

の
は
必
然
で
あ
る
。

　

研
究
者
樗
牛
に
と
っ
て
、
願
っ
て
も
な
い
機
会
が
め
ぐ
っ
て
く
る
。

　

明
治
三
十
三
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
樗
牛
は
、
文
部
省
よ
り
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
へ
の
留
学
（
三
年
間
）
が
許
可
さ
れ
た
。
留

学
を
終
え
て
帰
国
す
れ
ば
、
京
都
帝
国
大
学
で
の
教
授
の
ポ
ス
ト
も
約
束

さ
れ
る
と
い
う
幸
運
が
間
近
か
に
せ
ま
っ
て
き
た
。
妻
に
は
長
女
も
生
れ
、

樗
牛
は
欣
喜
省
躍
の
心
境
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
人
生
は
そ
う
う
ま
く
は
い
か
な
い
。
幸
運
は
長
く
は
続
か
な

か
っ
た
。
留
学
の
た
め
、
日
本
を
離
れ
る
日
が
近
づ
い
た
と
き
、
樗
牛
は

突
然
喀
血
し
た
の
で
あ
る
。

　

入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
転
地
療
養
の
生
活
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
る
。

暗
く
て
重
い
空
気
が
樗
牛
を
襲
っ
た
。
千
載
一
遇
の
機
会
を
逃
し
て
な
る

も
の
か
と
い
う
焦
り
に
は
悲
痛
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　

と
り
あ
え
ず
、
留
学
の
出
発
延
期
願
い
を
提
出
し
、
健
康
回
復
に
向
け

て
懸
命
の
努
力
を
し
よ
う
と
す
る
。
か
す
か
な
望
み
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
病
魔
は
樗
牛
を
し
て
、
つ
い
に
こ
の
留
学
を
断
念
せ
ざ
る
と
こ

ろ
に
追
い
込
ん
だ
。

　

病
に
倒
れ
、
留
学
の
夢
は
た
た
れ
、
樗
牛
の
心
情
は
凄
愴
の
極
み
で

あ
っ
た
。
絶
望
の
淵
に
立
た
さ
れ
た
彼
は
、
ま
る
で
悪
夢
を
見
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

留
学
を
断
念
し
た
こ
と
を
樗
牛
は
親
友
姉
崎
嘲
風
に
次
の
よ
う
に
伝
え

た
。

　
「
洋
行
は
断
然
見
合
は
せ
る
こ
と
に
決
心
し
た
。…（
略
）…
自
分
一
人
な

ら
ぬ
身
の
、
か
ば
か
り
の
病
気
の
た
め
に
、
数
年
来
の
希
望
を
空
し
う
す

る
の
は
是
非
も
な
い
が
、
い
さ
ゝ
か
遺
憾
に
た
え
ぬ
。…（
略
）…
あ
ゝ
過

ぎ
去
れ
る
こ
と
は
是
非
も
な
い
、
さ
れ
ば
と
て
僕
は
こ
れ
と
云
ふ
未
来
の

見
透
し
も
な
い
。
か
ゝ
る
時
に
人
は
往
々
薄
志
弱
行
に
陥
る
も
の
ぞ
と
覚

悟
は
し
て
居
る
。
あ
ゝ
君
な
ら
で
誰
か
是
の
僕
の
哀
情
を
察
し
て
呉
れ
る

で
あ
ら
う
か
。」（『
樗
牛
全
集
』
第
七
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
成

六
年
）
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筆
の
力
で
多
く
の
若
者
の
こ
こ
ろ
を
引
き
つ
け
、
各
方
面
よ
り
、
脚
光

を
あ
び
て
い
た
樗
牛
に
と
っ
て
、
こ
の
状
態
は
と
て
も
耐
え
う
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
置
か
れ
た
人
間
に
と
っ
て
、
こ
こ
ろ
の
外
に
あ

る
問
題
、
例
え
ば
国
家
と
か
日
本
と
か
、
平
和
と
か
革
命
と
い
っ
た
も
の

が
、
い
か
に
空
虚
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
、
大
義
名
分
な
ど
、
樗
牛
に

と
っ
て
は
、
も
は
や
く
ず
籠
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　

焦
燥
、
不
安
、
苦
渋
か
ら
の
避
難
の
み
が
人
生
の
目
的
と
な
る
。

　

絶
体
絶
命
の
淵
に
追
い
や
ら
れ
た
樗
牛
は
、
そ
れ
ま
で
罵
倒
し
て
憚
か

ら
な
か
っ
た
宗
教
に
た
い
し
て
、
強
い
関
心
と
同
情
を
持
ち
は
じ
め
た
の

で
あ
る
。

　

宗
教
の
主
張
は
迷
信
で
あ
り
、
そ
の
改
善
も
滅
亡
で
あ
る
と
い
い
切
っ

て
い
た
彼
の
こ
の
変
転
ぶ
り
は
、
あ
き
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
精
神
の
革

命
か
。

　

国
家
も
日
本
も
、
そ
し
て
彼
が
懸
命
に
学
ん
だ
で
あ
ろ
う
近
代
的

「
知
」
に
基
づ
く
道
徳
や
倫
理
に
関
す
る
学
問
も
、
も
は
や
彼
の
心
情
を

い
や
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

あ
れ
ほ
ど
踏
み
込
ん
だ
日
本
主
義
も
、
表
面
し
か
見
な
い
浅
慮
な
も
の

で
し
か
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

明
治
三
十
四
年
六
月
二
十
四
日
、
ベ
ル
リ
ン
に
い
る
姉
崎
嘲
風
に
樗
牛

は
、
次
の
よ
う
な
手
紙
を
書
い
て
い
る
。

　
「
此
頃
の
僕
の
精
神
に
は
、
此
の
一
両
年
の
間
に
醪
醸
し
来
っ
た
か
と

思
は
れ
る
一
種
の
変
調
が
現
は
れ
て
来
た
。
人
は
病
的
と
謂
ふ
か
も
知
れ

ぬ
、
又
自
分
で
も
境
遇
、
健
康
等
の
為
に
然
る
の
か
と
も
思
は
れ
る
が
、

併
し
僕
は
僕
の
精
神
の
自
然
の
発
展
と
外
信
じ
得
ら
れ
な
い
。…（
略
）…

僕
は
曾
て
日
本
主
義
を
唱
へ
て
殆
ど
国
家
至
上
の
主
義
を
賛
し
た
こ
と
も

あ
る
。
今
に
於
て
も
此
の
見
地
を
打
破
る
べ
き
理
由
は
僕
に
は
持
ち
得
ぬ
、

唯
是
の
如
き
主
義
に
満
足
の
出
来
ぬ
様
に
な
っ
た
の
は
、
僕
の
精
神
上
の

事
実
で
あ
る
。
僕
は
道
徳
、
教
育
、
も
し
く
は
社
会
改
良
に
関
す
る
今
の

人
の
説
に
は
、
殆
ど
す
べ
て
満
足
の
出
来
ぬ
様
に
な
っ
た
。…（
略
）…
僕

は
宗
教
に
関
し
て
も
少
か
ら
ず
考
へ
た
。
曾
て
は
一
種
の
反
感
を
以
て
迎

へ
た
が
、
今
で
は
如
何
な
る
宗
教
に
対
し
て
も
少
く
と
も
同
情
を
以
て
見

る
迄
に
な
っ
た
。」（「
大
磯
よ
り
ベ
ル
リ
ン
の
姉
崎
へ
」『
樗
牛
全
集
』
第

七
巻
）

　

こ
の
状
況
下
で
、
樗
牛
は
「
信
」
と
か
「
情
」
の
世
界
に
た
い
す
る
関

心
と
妥
協
の
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
人
間
に
と
っ
て
究

極
的
な
も
の
、
本
望
的
な
も
の
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
本
格
的
に
考

え
は
じ
め
た
と
も
い
え
よ
う
か
。

　

人
性
本
然
の
要
求
を
も
と
め
、
そ
の
た
め
の
心
情
を
吐
露
す
る
の
で
あ

る
。

　

相
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
絶
対
無
限
的
な
も
の
へ
の
熱
望
が
樗
牛
の

こ
こ
ろ
を
拘
束
す
る
に
い
た
る
。

　

そ
れ
ま
で
の
相
対
的
な
も
の
を
峻
拒
し
、
自
分
が
真
に
依
拠
で
き
る
絶
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対
的
な
も
の
の
探
索
が
は
じ
ま
る
。

　

明
治
三
十
四
年
八
月
、
雑
誌
『
太
陽
』
に
、
樗
牛
は
「
美
的
生
活
を
論

ず
」
を
書
い
た
。
人
生
に
お
け
る
至
上
の
幸
福
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
道

徳
や
倫
理
を
高
ら
か
に
説
い
て
い
る
「
先
生
」
や
偽
善
に
満
ち
た
為
政
者
、

ま
た
そ
れ
に
媚
を
売
る
人
た
ち
の
も
っ
と
も
ら
し
い
権
威
主
義
的
知
的
世

界
と
は
違
う
と
こ
ろ
に
人
間
の
幸
福
は
あ
る
と
い
う
の
だ
。

　

次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
何
の
目
的
あ
り
て
是
の
世
に
産
出
せ
ら
れ
た
る
か
は
、
吾
人
の
知
る

所
に
非
ず
。
然
れ
ど
も
生
れ
た
る
後
の
吾
人
の
目
的
は
、
言
ふ
ま
で
も
な

く
幸
福
な
る
に
あ
り
。
幸
福
と
は
何
ぞ
や
、
吾
人
の
信
ず
る
所
を
以
て
見

れ
ば
、
本
能
の
満
足
、
即
ち
是
れ
の
み
。
本
能
と
は
何
ぞ
や
、
人
性
本
然

の
要
求
是
れ
也
。
人
性
本
然
の
要
求
を
満
足
せ
し
む
る
も
の
、
茲
に
是
を

美
的
生
活
と
云
ふ
。」（『
樗
牛
全
集
』
第
四
巻
）

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
発
揚
の
時
期
に
あ
っ
て
、
樗
牛
の
こ
の
私
的
欲
望
、

個
人
の
幸
福
追
求
な
ど
は
、
常
軌
を
逸
し
た
発
言
と
み
ら
れ
て
も
仕
方
な

い
。

　

道
徳
や
理
性
と
い
う
も
の
が
、
他
の
動
物
と
違
っ
て
、
人
間
固
有
の
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
高
等
な
も
の
だ
と
い
う
見
解
に
、
樗
牛
は
ま
っ
こ

う
か
ら
反
対
す
る
。

　

人
生
至
楽
の
境
地
は
、
本
能
、
性
欲
の
満
足
を
離
れ
て
、
ど
こ
に
も
な

い
と
断
言
す
る
。
こ
の
よ
う
に
高
言
し
て
憚
か
ら
な
い
樗
牛
に
、
支
援
、

弁
護
の
風
は
吹
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
攻
撃
、
嘲
笑
の
嵐
が
彼
を
直
撃
し

た
。

　

当
時
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
あ
っ
た
。

　

明
治
三
十
四
年
八
月
十
九
日
、
二
十
六
日
の
『
読
売
新
聞
』
で
、
長
谷

川
天
溪
は
、「
美
的
生
活
と
は
何
ぞ
や
」
で
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

幾
個
所
か
引
用
し
て
お
こ
う
。

　
「
古
名
家
の
一
世
一
代
の
行
為
を
、
腐
儒
の
お
談
識
で
解
釈
し
や
う
と

い
ふ
は
、
固
よ
り
誤
っ
て
も
居
る
、
亦
愚
の
極
で
も
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、

此
点
か
ら
推
し
て
、
本
能
の
要
求
を
満
た
す
行
為
の
連
絡
が
、
美
的
生
活

で
あ
っ
て
、
知
識
や
、
道
徳
や
の
追
求
は
、
相
対
的
で
あ
る
、
其
物
の
価

値
は
薄
少
で
あ
る
と
断
言
す
る
の
も
、
亦
誤
謬
で
あ
る
と
言
は
ざ
る
を
得

な
い
。」（『
長
谷
川
天
溪
文
芸
評
論
集
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
年
）

　
「
敵
を
見
て
逃
げ
出
す
人
は
、
生
命
が
惜
し
い
と
い
ふ
、
人
間
一
般
の

要
求
に
基
い
て
、
之
を
満
足
せ
し
め
た
者
で
あ
る
か
ら
、
其
行
為
は
美
的

で
あ
る
。
色
情
の
奴
隷
が
、
異
性
を
追
ひ
回
す
も
、
亦
其
個
人
的
性
向
を

満
足
せ
し
む
る
者
で
あ
る
か
ら
、
美
的
で
あ
る
。
高
山
君
は
果
し
て
此
等

の
例
を
も
美
的
で
あ
る
と
、
承
認
せ
ら
る
ゝ
で
あ
ら
う
か
。」（
同
上
書
）

　

長
谷
川
は
次
の
よ
う
な
文
章
で
結
ん
で
い
る
。

　
「
高
山
君
は
結
論
と
し
て
『
今
の
世
に
あ
り
て
人
生
本
来
の
幸
福
を
求

め
む
に
は
、
吾
人
の
道
徳
と
知
識
と
は
余
り
煩
雑
に
し
て
又
余
り
に
迂
遠

な
る
に
過
ぐ
』
と
て
、
人
間
本
性
の
要
求
に
従
っ
て
、
美
的
生
活
を
送
れ

と
言
は
れ
た
が
、
若
し
も
其
通
り
に
世
人
が
行
動
し
た
な
ら
ば
、
氏
自
身

も
擯
斥
せ
ら
る
ゝ
物
質
主
義
が
、
益
勢
力
を
得
て
、
さ
な
き
だ
に
物
質
主
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義
の
吾
が
社
会
は
、
終
に
精
神
な
き
穢
土
と
変
化
す
る
で
あ
ら
う
。』（
同

上
書
）

　

各
方
面
か
ら
、
こ
っ
酷
い
批
判
が
乱
れ
飛
ん
だ
。
世
間
の
酷
評
を
甘
ん

じ
て
受
け
と
め
た
樗
牛
は
、
き
わ
め
て
冷
静
で
あ
っ
た
。
彼
が
拘
泥
し
た

の
は
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
自
分
の
主
張
す
る
「
美
的
生
活

論
」
が
抵
抗
な
く
世
間
や
権
力
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
思
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
彼
は
「
美
的

生
活
」
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
だ
わ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

留
学
希
望
の
挫
折
と
病
態
の
悪
化
へ
の
対
応
に
は
、
権
力
追
随
の
学
問

や
、
世
俗
的
倫
理
規
範
を
打
ち
破
る
強
力
な
パ
ン
チ
が
必
要
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

非
日
常
的
言
動
の
な
か
に
こ
そ
、
彼
の
生
命
は
辛
じ
て
そ
の
存
在
が
可

能
だ
っ
た
。

　

人
間
と
他
の
動
物
と
区
別
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
道
徳
や
理
性
だ
と

「
道
学
先
生
」
た
ち
は
い
う
が
、
そ
れ
は
世
間
体
を
恐
れ
、
表
皮
の
部
分

の
み
で
構
築
さ
れ
た
現
実
世
界
の
偽
善
に
た
い
し
て
、
真
の
肉
声
を
主
張

す
る
勇
気
を
彼
ら
が
持
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
樗
牛
は
こ
う
い
う
。

　
「
道
徳
と
理
性
と
は
、
人
類
を
下
等
動
物
よ
り
区
別
す
る
所
の
重
な
る

特
質
也
。
然
れ
ど
も
吾
人
に
最
大
の
幸
福
を
与
へ
得
る
も
の
は
是
の
両
者

に
非
ず
し
て
、
実
は
本
能
な
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。…（
略
）…

世
の
道
学
先
生
の
説
く
と
こ
ろ
、
理
義
如
何
に
高
く
、
言
辞
如
何
に
妙
な

る
も
、
若
し
彼
等
を
し
て
其
の
衷
心
の
所
信
を
赤
裸
々
に
告
白
す
る
の
勇

気
だ
に
あ
ら
し
め
む
か
、
必
ず
や
人
生
の
至
楽
は
畢
竟
性
欲
の
満
足
に
存

す
る
こ
と
を
認
む
る
な
ら
む
。」（『
樗
牛
全
集
』
第
四
巻
）

　

本
来
、
人
間
に
と
っ
て
も
、
理
性
と
か
道
徳
と
い
う
も
の
は
、
不
要
な

も
の
で
あ
っ
た
。
人
間
以
外
の
動
物
は
す
べ
て
本
能
の
ま
ま
に
生
き
て
い

る
。
そ
し
て
そ
こ
に
過
不
足
は
な
い
。
な
ぜ
か
、
そ
れ
は
本
能
と
い
う
も

の
の
な
か
に
抑
制
機
能
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
、
こ
れ
が
機
能
し

て
い
て
、
必
要
以
上
の
欲
望
に
は
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　

人
間
は
い
つ
の
間
に
か
、
こ
の
大
事
な
本
能
が
破
壊
さ
れ
、
死
ん
で
し

ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
抑
制
機
能
が
き
か
な
い
の
で
あ
る
。
き
か
な
い

か
ら
、
理
性
と
か
道
徳
と
か
を
つ
く
り
、
抑
制
す
る
以
外
に
な
い
。
文
明

の
根
源
も
こ
こ
に
あ
る
。

　

人
間
、
と
く
に
文
明
人
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
は
、
本
能
破
壊
の
方
向
に

走
る
こ
と
を
進
歩
と
呼
び
、
偽
善
の
生
活
を
蓄
積
し
て
き
た
。

　

理
性
や
道
徳
、
倫
理
と
い
う
も
の
が
、
権
力
と
結
び
つ
き
、
未
分
化
、

混
沌
、
純
粋
に
し
て
無
限
の
可
能
性
を
抹
殺
し
て
い
っ
た
こ
と
を
樗
牛
は

知
っ
て
い
る
。
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
本
能
の
蘇
生
を
彼
は
、「
美
的
生

活
」
と
呼
び
、
こ
の
生
活
を
絶
対
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

樗
牛
も
社
会
人
と
し
て
、
社
会
の
常
識
と
し
て
自
分
を
律
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
知
ら
ぬ
で
は
な
い
。
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
血
肉
の
一
部
と

な
っ
て
い
る
道
徳
、
理
性
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
血
も
肉
も
絶
滅

さ
せ
る
ほ
ど
の
強
力
な
も
の
が
欲
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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儒
教
的
倫
理
規
範
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
は
異
常
な
世
界
で
あ
り
、
狂
と

も
呼
べ
る
世
界
で
あ
っ
た
。
腐
敗
堕
落
し
た
倫
理
的
世
界
を
正
常
な
も
の

に
変
革
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
狂
の
力
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
能
、
狂
気
に
依
拠
す
る
こ
と
こ
そ
、
樗
牛
に
と
っ
て
、
唯
一
の
正
常

な
道
で
あ
っ
た
。
迫
り
つ
つ
あ
っ
た
死
の
恐
怖
の
な
か
で
、
主
観
の
燃
焼

と
い
え
る
「
美
的
生
活
」
の
追
求
に
か
け
る
樗
牛
の
姿
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。

　

樗
牛
に
は
、
も
は
や
時
間
が
な
い
の
で
あ
る
。
人
生
わ
ず
か
五
十
年
と

い
う
が
、
そ
の
五
十
年
も
彼
に
と
っ
て
は
、
か
な
わ
ぬ
時
間
で
あ
っ
た
。

襲
い
か
か
っ
て
く
る
病
魔
に
打
ち
勝
つ
手
は
な
い
。
一
分
一
秒
、
時
間
を

刻
む
時
計
の
音
が
樗
牛
を
び
く
〳
〵
さ
せ
る
。「
美
的
生
活
を
論
ず
」
は
、

次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

　
「
悲
む
べ
き
は
貧
し
き
人
に
非
ず
し
て
、
富
貴
の
外
に
価
値
を
解
せ
ざ

る
人
の
み
。
吾
人
は
恋
愛
を
解
せ
ず
し
て
死
す
る
人
の
生
命
に
、
多
く
の

価
値
あ
る
を
信
ず
る
能
は
ざ
る
也
。
傷
む
べ
き
は
、
生
命
を
思
は
ず
し
て

糧
を
思
ひ
、
身
体
を
憂
へ
ず
し
て
衣
を
憂
ふ
る
人
の
み
。
彼
は
生
れ
て
其

の
為
す
べ
き
こ
と
を
知
ら
ざ
る
也
。
今
や
世
事
日
に
匇
劇
を
加
へ
て
人
は

沈
思
に
遑
な
し
、
然
れ
ど
も
貧
し
き
者
よ
、
憂
ふ
る
勿
れ
。
望
み
を
失
へ

る
も
の
よ
、
悲
し
む
勿
れ
。
王
国
は
常
に
爾
の
胸
に
在
り
、
而
し
て
爾
を

し
て
是
の
福
音
を
解
せ
し
む
る
も
の
は
、
美
的
生
活
是
れ
也
。」（
同
上

書
）

　

自
力
の
限
り
を
尽
し
て
も
、
如
何
と
も
し
が
た
い
運
命
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
た
び
重
な
る
喀
血
で
絶
望
し
か
な
い
樗
牛
の
精
神
は
、
乱
れ
に
乱

れ
た
。
そ
れ
で
も
一
瞬
の
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ
が
欲
し
い
。
絶
望
と
悲
哀
は

彼
を
し
て
、
な
お
激
し
く
反
時
代
的
、
反
社
会
的
姿
勢
を
濃
厚
に
す
る
。

嘲
笑
、
罵
倒
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
彼
は
親
友
で
あ
る
姉
崎
に
依
拠
し
た

い
。

　

明
治
三
十
四
年
十
一
月
十
五
日
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
い
る
姉
崎
に
樗
牛
は

次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
た
。

　
「
君
よ
、
予
は
敗
亡
の
身
な
り
と
云
へ
り
。
げ
に
〳
〵
敗
亡
の
身
也
、

屈
辱
の
身
也
、
無
念
の
身
也
。
思
ふ
こ
と
内
に
結
ば
れ
て
、
外
に
狂
者
の

如
く
想
は
る
ゝ
身
也
。
せ
め
て
是
の
体
身
の
健
か
に
し
て
事
に
勝
ゆ
べ
く

む
ば
、
叶
は
ざ
る
ま
で
も
亦
詮
術
べ
あ
れ
。
今
の
吾
身
は
旦
暮
の
薬
餌
是

れ
事
と
し
て
、
書
を
読
み
筆
を
執
る
こ
と
だ
に
心
に
ま
か
せ
ず
、
空
し
く

青
天
白
雲
を
望
み
て
如
是
観
を
為
す
も
の
、
あ
は
れ
敗
亡
の
身
に
候
は
ず

や
。」（『
樗
牛
全
集
』
第
七
巻
）

　

こ
う
な
れ
ば
、
一
瞬
に
し
て
天
地
を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
強
力
な
も
の
が

欲
し
い
。
主
情
主
義
を
突
出
さ
せ
、
相
対
有
限
の
世
界
に
、
絶
対
無
限
の

生
を
願
う
の
で
あ
る
。

　

さ
き
の
親
友
で
あ
る
姉
崎
へ
の
手
紙
に
は
、
衰
弱
し
、
絶
望
し
て
ゆ
く

樗
牛
の
心
情
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

超
人
的
、
カ
リ
ス
マ
的
人
間
に
、
自
分
の
す
べ
て
を
預
け
て
し
ま
い
た

い
の
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
や
日
蓮
に
注
目
し
た
の
も
必
然
と
い
う
ほ
か
な

い
。

　

樗
牛
は
天
才
の
登
場
に
期
待
す
る
。
論
理
的
解
釈
な
ど
が
必
要
な
の
で
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は
な
い
。
決
断
と
解
決
が
要
る
。
自
分
の
魂
を
救
済
し
て
く
れ
る
も
の
が

す
べ
て
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
自
分
の
生
命
の
燃
焼
が
欲
し
い
。

現
実
に
つ
か
り
な
が
ら
現
実
を
超
克
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
道
学
先
生
の
い
う
道
徳
と
か
理
性
と
か
ら
離
れ
、「
小
児
の
こ
こ

ろ
」
に
か
え
る
し
か
な
い
。
彼
は
こ
う
い
う
。

　
「
嗚
呼
、
小
児
の
心
乎
。
玲
瓏
玉
の
如
く
透
徹
水
の
如
く
、
名
聞
を
求

め
ず
、
利
養
を
願
は
ず
、
形
式
方
便
習
慣
に
充
ち
満
ち
て
る
一
切
現
世
の

桎
梏
を
離
れ
、
あ
ら
ゆ
る
人
為
の
道
徳
、
学
智
の
繋
縛
に
累
は
さ
れ
ず
、

た
ゞ
た
ゞ
本
然
の
至
性
を
披
い
て
天
真
の
流
露
に
任
か
す
も
の
、
あ
ゝ
独

り
夫
れ
小
児
の
心
乎
。
吾
人
素
と
学
な
く
才
な
し
。
唯
々
野
性
の
生
れ
な

が
ら
に
し
て
移
し
難
き
も
の
あ
る
の
み
。
年
来
人
に
離
れ
、
世
と
絶
し
、

藐
然
と
し
て
天
地
の
間
に
嘯
く
。
私
か
に
想
ふ
、
是
の
心
そ
れ
或
は
小
児

の
心
に
邇
か
ら
む
乎
。」（「
無
題
録
」『
樗
牛
全
集
』
第
四
巻
）

　

世
俗
を
脱
し
、
な
に
も
か
も
、
つ
き
ぬ
け
た
と
こ
ろ
に
樗
牛
は
「
小
児

の
こ
こ
ろ
」
を
見
た
の
で
あ
る
。
純
粋
無
垢
で
清
潔
で
神
聖
な
も
の
が

「
小
児
の
こ
こ
ろ
」
で
あ
る
。

　

人
は
す
べ
て
、
こ
の
「
小
児
の
こ
こ
ろ
」
を
も
っ
て
生
誕
す
る
が
、
成

長
す
る
に
と
も
な
い
世
間
の
諸
々
の
垢
を
拾
い
、
原
初
の
感
覚
を
喪
失
し
、

現
実
世
界
の
「
常
識
」
と
い
う
鋳
型
に
は
め
ら
れ
て
ゆ
く
。「
小
児
の
こ

こ
ろ
」
は
、「
童
心
」
と
呼
ん
で
も
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
狂
の
世

界
と
呼
ん
で
も
い
い
。

　

仮
偽
な
く
、
純
粋
な
も
の
は
狂
の
世
界
に
つ
な
が
る
。
樗
牛
は
既
存
す

る
社
会
規
範
を
峻
拒
し
、
原
初
の
姿
、
純
粋
な
自
然
の
感
情
に
回
帰
す
る

こ
と
で
、
絶
対
的
無
限
の
狂
の
世
界
に
到
達
す
る
こ
と
を
願
っ
た
の
で
あ

る
。

　

若
い
と
き
か
ら
、
椽
大
の
筆
を
ふ
る
い
、
多
く
の
若
者
に
注
目
さ
れ
る

こ
と
を
日
常
と
し
て
き
た
樗
牛
が
、
は
じ
め
て
「
生
き
る
」
の
で
は
な
く
、

「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
自
覚
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
小
児
の
こ
こ
ろ
」
以
外
に
自
分
を
救
済
し
て
く
れ
る
も
の
は
な
い
と

い
う
樗
牛
の
言
を
受
け
て
、
岡
崎
義
恵
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
こ
の
語
は
既
に
謙
譲
で
あ
る
。
死
を
前
に
し
て
往
年
の
客
気
は
斂
ま

り
、
澄
み
透
っ
た
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
秋
天
に
漂
ふ
残
照
の
ご
と
き
静

寂
の
色
を
さ
へ
見
る
。
野
性
的
自
我
も
こ
こ
に
お
い
て
小
児
の
姿
に
醇
化

さ
れ
、
神
に
近
き
も
の
と
も
思
は
れ
る
。
彼
も
亦
遂
に
宗
教
を
持
ち
得
た

で
あ
ら
う
か
。『
吾
人
は
須
ら
く
現
代
を
超
越
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
』
と
い

ふ
語
は
、
単
な
る
大
言
壮
語
で
は
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。」（「
高
山
樗

牛
論
」『
高
山
樗
牛
・
片
山
伸
・
島
村
抱
月
・
生
田
長
江
集
』〈
現
代
日
本

文
学
全
集
59
〉
筑
摩
書
房
、
昭
和
三
十
三
年
）

　

こ
の
岡
崎
の
樗
牛
評
価
は
甘
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
も
強
い
。
樗
牛
は
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
、
他
人
に
忘
れ
ら
れ
る
の
が
こ
わ
い
。
常
に
ほ
め
ら
れ
、

拍
手
喝
采
を
あ
び
て
い
な
け
れ
ば
淋
し
い
の
だ
と
い
う
人
も
多
く
い
る
。

　

秋
山
正
香
は
次
の
よ
う
に
酷
評
す
る
。

　
「
藐
然
と
し
て
天
地
の
間
に
嘯
く
、
な
ど
と
は
嘘
っ
ぱ
ち
も
甚
だ
し
い
。

見
栄
坊
の
樗
牛
は
、
先
の
、
姉
崎
嘲
風
に
宛
て
た
、
七
月
三
日
付
の
書
簡
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で
、
思
わ
ず
洩
し
た
よ
う
に
、『
人
々
に
忘
れ
ら
れ
』
る
こ
と
を
、
何
よ

り
も
恐
れ
て
い
た
の
だ
。
む
ろ
ん
、
以
前
と
は
違
っ
た
心
境
で
は
あ
る
が
、

や
っ
ぱ
り
、
絶
え
ず
、
ひ
と
び
と
か
ら
喝
采
を
送
ら
れ
て
い
な
い
と
心
淋

し
く
て
し
か
た
が
な
い
の
だ
。」（『
高
山
樗
牛

―
そ
の
生
涯
と
思
想
』

積
文
館
、
昭
和
三
十
二
年
）

　

秋
山
ほ
ど
の
酷
評
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
は
問
題
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ

同
時
期
に
死
を
迎
え
た
真
宗
大
谷
派
の
僧
、
清
沢
満
之
（
明
治
三
十
六
年

没
）
な
ど
の
如
来
に
た
い
す
る
徹
底
し
た
自
力
の
無
力
、
無
効
の
境
地
と

較
べ
る
と
、
樗
牛
は
た
し
か
に
甘
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

生
死
に
か
か
わ
る
問
題
が
、
相
対
有
限
の
世
界
で
解
決
で
き
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
樗
牛
も
知
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
も
ま
た
、

絶
対
無
限
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
宗
教
的
関
心
と
い
う
も

の
は
、
あ
く
ま
で
も
思
索
で
あ
り
、
同
情
で
あ
っ
て
、
最
終
的
に
彼
自
身

が
信
仰
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

清
沢
満
之
は
時
の
宗
教
界
の
堕
落
、
腐
敗
を
見
る
に
見
か
ね
て
、
僧
侶

の
道
の
原
点
に
帰
る
べ
く
、
徹
底
し
た
求
道
生
活
を
自
分
に
課
し
、
精
神

も
肉
体
も
あ
る
も
の
す
べ
て
を
削
っ
た
の
で
あ
る
。
自
分
全
体
の
摩
滅
に

必
死
の
覚
悟
で
あ
っ
た
。

　

彼
に
は
明
治
三
十
六
年
五
月
三
十
日
、
死
の
直
前
に
書
い
た
信
念
の
告

白
と
も
い
う
べ
き
「
我
信
念
」
が
あ
る
。
自
分
の
知
性
と
か
思
索
の
す
べ

て
を
燃
焼
し
尽
く
て
、
は
じ
め
て
自
分
の
無
力
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

く
る
と
い
う
。

　

研
究
と
か
論
理
で
宗
教
を
理
解
す
る
と
か
、
建
て
直
し
を
す
る
と
か
を

考
え
て
い
る
間
は
、
真
実
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。

　

日
に
日
に
苦
し
さ
を
増
し
て
く
る
病
魔
の
恐
怖
に
、
樗
牛
は
不
安
、
絶

望
の
淵
に
何
度
も
立
っ
た
。
そ
の
た
び
に
彼
は
、
そ
れ
を
超
克
し
よ
う
と

し
て
、
世
俗
を
超
え
た
強
力
な
精
神
を
欲
し
た
。
し
か
し
、
つ
い
に
彼
は

自
分
を
信
仰
の
世
界
に
没
入
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

主
要
参
考
・
引
用
文
献
（
高
山
樗
牛
の
著
作
は
省
略
）

秋
山
正
香
『
高
山
樗
牛

―
そ
の
生
涯
と
思
想
』
積
文
館
、
昭
和
三
十
二

年
高
須
芳
次
郎
『
人
と
文
学
・
高
山
樗
牛
』
偕
成
社
、
昭
和
十
八
年

赤
木
桁
平
『
人
及
び
思
想
家
と
し
て
の
高
山
樗
牛
』
新
潮
社
、
大
正
七
年

宮
島
肇
『
明
治
的
思
想
家
像
の
形
成
』
未
来
社
、
昭
和
三
十
五
年

宮
川
透
『
近
代
日
本
思
想
論
争
』
青
木
書
店
、
昭
和
三
十
八
年

橋
川
文
三
『
標
的
周
辺
』
弓
立
社
、
昭
和
五
十
二
年

渡
辺
和
靖
『
増
補
版
・
明
治
思
想
史

―
儒
教
的
伝
統
と
近
代
認
識
論
』

ぺ
り
か
ん
社
、
昭
和
五
十
三
年

「
高
山
樗
牛
」『
中
央
公
論
』
特
集
、
明
治
四
十
年
五
月

重
松
泰
雄
「
樗
牛
の
個
人
主
義

―『
美
的
生
活
』
論
を
め
ぐ
っ
て

―
」

『
国
語
国
文
』
第
二
十
二
巻
第
五
号
、
京
都
大
学
国
文
学
会
、
昭
和

二
十
八
年
五
月
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室
田
泰
一
「
高
山
樗
牛
の
思
想
」『
岐
阜
大
学
研
究
報
告

―
人
文
科
学
』、

昭
和
二
十
九
年
八
月

広
島
一
雄
「
豹
変
に
つ
い
て

―
高
山
樗
牛
の
場
合

―
」『
文
学
論
藻
』、

東
洋
大
学
国
語
国
文
学
会
、
昭
和
四
十
年
十
一
月

（
こ
の
拙
論
は
「
日
本
主
義
と
美
的
生
活
論

―
高
山
樗
牛
」『
日
本
近
代

思
想
の
相
貌
』
晃
洋
書
房
、
平
成
十
三
年
、
所
収
を
大
幅
に
修
正
し
た

も
の
で
あ
る
。）


